
生活記録運動の系譜に関する考察

- 戦前における教育実践とのかかわりから -

はじめに

生活記録運動は1950年代に隆盛 した草の根の

自己教育 ･相互教育運動として ｢おとなの生活

綴 り方運動｣ と呼ばれた｡ところで,そもそも

なぜ ｢おとなの生活綴 り方｣を生活記録と呼ぶ

ようになったのだろうか｡1952年の第一回全国

作文教育協議会 (岐阜 ･中津川)に参加 して以

級,生活記録運動 と深いかかわりをもった鶴見

親子は,｢子 どもの生活綴方 と区別 して,いつ

のころからか,おとなの場合は 『生活記録』と

よぶようになりました｣ と述べている1)0

ところで生活記録 という言葉自体は戦前から

使用されていた｡プロレタリア文学運動や労働

組合運動などでは職場や生活の様子を書いて送

って欲 しいという呼びかけに応えた ｢生活記録｣

の投稿が散見 される2)｡他方,戦時下では大 日

本青年団の機関誌が ｢生活記録｣を募集するな

どの動 きもあった｡すでに戦前において,その

意味するものの質や理念は大きく異なりながら

も ｢生活記録｣の名の下に ｢書 く｣ことの実践

がいくつか展開されていた｡ゆえに戦後の生活

記録運動は,直接的には戦後の子 どもたちの生

活綴方に触発 されたとはいえ,より広い視点で

とらえれば一つではないい くつかの源流が戦前

にも存在すると見ることができる｡本稿は,そ

うしたいくつかの源流のなかで,戦前の学校教

師と生活記録とのかかわりを整理 し,生活記録

運動の系譜の一端を仮説的にスケッチしてみよ

うと試みるものである｡

辻 智子

1.先行研究について

『民間教育史研究事典』において中内敏夫は

｢生活記録｣の語の初出文献を野村芳兵衛 『新教

育に於ける学級経営』(1926年) としている3)0

しかしそれに先立つ1925(大正14)年3月初版刊

行の野村の著書 暗IlE,修身新教授法』の中にす

でに生活記録の語の使用は見 られる｡また当時,

私立池袋 ･児童の村小学校 (以下,児童の村小)

の訓導 として野村の同僚であった峰地光量 も,

1925年12月刊行の著書 暗貨国語新教授法(下)』
の中で生活記録の語を用いている｡さらにさか

のぼって前年1924(大正13)午,雑誌 『教育の世

紀』10月号には,野村 とともに児童の村小の訓

導である平田のぶが ｢子供の生活記録｣ と題す

る小文を投稿 している｡これらのことから,少

なくとも中内が挙げた｢生活記録｣初出文献の指

摘は訂正されなければならない｡

また,中内は ｢『生活記録』など,今 日でも

用いられている教育語桑の最初の使用者であっ

た野村芳兵衛｣4)などと ｢生活記録｣の最初の

使用者としての野村を強調 しているように見受

けられるが,野村も峰地も平田も特に定義をす

ることもなくごく自然に日常用語として生活記

録の語を使用 していることから,自覚的･意識

的にこの語を用いているとは言いがたい面があ

り,それゆえ ｢最初の使用者｣ としてことさら

に野村を強調する必然性についてはやや疑問が

残る｡とはいえ,児童の村小の教育実践のなか

で生活記録という語が日常的に使用されていた
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のは注目すべき点であり,その中心的存在とし

てかかわりつづけた野村の影響力もまた見逃す

ことはできない｡

以下では,まず私立池袋 ･児童の村小学校に

おける生活記録の位置づけについてとりあげ,

次に野村芳兵衛 ･峰地光量の生活記録実践をそ

の教育観･教師論にもふれながら整理してみる｡

2.私立池袋 ･児童の村小学校 と生活記録

私立池袋･児童の村小学校とは,｢教育の世紀

社｣によって1924(大正13)年4月に東京･池袋に

創設された私立学校である5)｡｢教育の世紀社｣

は4人の同人,野口援太郎 ･下中弥三郎 ･為藤

五郎 ･志垣寛によって1923(大正12)年に結成さ

れ,雑誌 『教育の世紀』を刊行 していた｡した

がって 『教育の世紀』には,毎号に｢児童の村

だより｣が訓導の手によって書かれ,児童の村

小の紹介やその時々の様子が報告されるほか教

員の投稿も随時掲載されていた｡

その F教育の世紀』vol.2(1924年10月号)に,

児童の村訓導･平田のぶ 6)が ｢子供の生活記録｣

と題 して自身が書いた記録を投稿 している｡こ

こで平田は,児童の村小では ｢私共は教案だの,

教授細目だのといふものは書かないが,毎日子

供一人一人の生活の記録をとる｣と書いている｡

これは ｢大した理屈から初めたわけではないが,

子供とお互いに愛 しあひたい,愛する為めに知

り度いとの願いからだ｣という｡そして,ある

児童について平田が書いた日誌風の記録を掲載

した上で,これを夏休み前に家庭へ送 り,夏休

み期間中は母親に記録を続けてほしいと依頼し

ている｡これに応えたのか,その児童の母親が

書いた夏休みの日誌を含めて,平田は次号にも

続けて ｢子供の生活記録 (紘)-ママと先生の

-｣を載せている｡

『教育の世紀』誌上において児童の村小の概

要を紹介した文章 (｢池袋児童の村の教育｣,普

者は池袋児童の村小学校)にも,この生活記録

の取 り組みが紹介されている7)｡この文章は,

児童の村が理想とし追求 しようとする教育･学

校の姿を提示し,また実際に児童の村で実施さ

れている教育活動をまとめたもので,その中の

一つに生活記録の項がある｡そこには ｢児童

個々別の生活記録と云ふものだけは欠かさずに

つける｡これは教授案であり,性行査定簿であ

り個性調査簿であり,成績表であり,反省録で

ある｡主任訓導はその一冊宛を記入する事に毎

日可なり多くの時間を割いてゐる (原文ママ)｣

とある｡

これらの記述から,児童の村小では,①教員

によって毎日,子ども一人ひとりについての記

録を書こうという申し合わせがなされ開校当初

から取 り組んでいたこと,②その毎日の記録を

生活記録と呼んでいたこと,③その生活記録は

当初,教案や教授細目よりも重要なもの,ある

いはそれらに取って代わるものといった位置づ

けが与えられ重視されていたこと,がうかがえ

る｡さらに｢池袋児童の村の教育｣からは,生活

記録は子どもについての記録であるだけでなく

教員にとっての ｢反省録｣としてもとらえられ

たようであることが推察される｡

こうした意味での生活記録というのは,当時

の学校生活においてかなり珍 しい取 り組みだっ

たのではないだろうか8)｡だとすると,誰のど

のような発案によって始められたのだろうか｡

平田の言によれば ｢大した理屈から初めたわけ

ではない｣とあるから,特定の誰かが何らかの

説得的な理由を述べて提案 したものではないよ

うだ｡なお,開校当時の顔ぶれは,校長が野口

援太郎,主事は志垣寛,訓導は野村芳兵衛と平

田のぶであった｡

それにしても実際に,毎日,全員の子ども一

人ひとりについての記録を書 くというのはたい

へんな作業である｡児童の村小開校時の児童数

は61名,専任教員は4名 (実質的には志垣 ･野

村 ･平田の3名)であったから,単純に割 り算

しても教員1人が毎日約20人の子どもについて

書かなければならないことになる｡もっとも開

校年度の二学期以降,児童数は減少し,1931年

に池袋から長崎村 (当時)に移転する際には仝
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児童数38人であったという｡

そしてこの生活記録の取 り組みは,実際には,

どのように,いつ頃まで行われていたのだろう

か｡野村は,児童の村小開校年度末の1925(大

正14)年3月に刊行 した著書 『苦竺修身新教授法』

のなかで次のように書いている｡｢初めは子供

の生活記録として子供の一人一人の生活を観察

して書いたのだったが,私は子供のやることは

ぼんや り見ていたい方で,(略)放課後はぐっ

たりしてしまふ｡ どうも生活記録をつけるのに

困難を感 じてゐた｡それに私の書 く子供の生活

記録を,子供たちも興味を持って読んだりして

ゐたし,又Kなどは自分で日記を書 き始めてゐ

た｣9)｡この野村の文を読むと,当初児童の村小

の教員たちが申し合わせたような生活記録への

取 り組みが,その後 もずっと意欲的積極的に継

続されていたのかは疑わしい｡少なくとも野村

は ｢困難を感 じて｣いた｡また,この野村 と先

ほどの平田の言にもあるように,教師が書 く子

どもについての生活記録は,密かに書いて教師

だけが見るものなのではなく,どうももっと開

かれたもの,子ども本人やその家族が見ること

もあったようである｡初期の児童の村小の混沌

から新たな教育実践を模索 しようという過程に

おいて,それほど自覚的意識的にではないにせ

よ,教師が子 どもを観察 し教室の風景を自己省

察する取 り組みとして生活記録が位置づいてい

たと見ることもできる｡

これに対 して教師が書 くものとしてではな

く,子 どもが書 くものとしての生活記録という

意味でのこの語を,1929(昭和4)年 1月児童の

村小発行の新入生保護者向け謄写刷 りパンフレ

ッ ト 『児童の村教育』 に見ることがで きる｡

｢児童の村の教育方法｣ という項目の低学年時

代のなかに,｢1.片仮名平仮名の学習,2.

漢字の学習,3.数学,4.自然観察, 5.教

科書の勉強, 6.教科の始期 と ｢お話｣, 7.

作業, 8.読書,9.スクラップブック,10.

野外生活と体験｣に続いて ｢11.生活記録｣ と

ある10)｡そこには,生活記録とは ｢子供が字の

生活記録連動の系譜に関する考察

書けない中は絵で,字が書けるやうになれば字

と,絵で,毎 日の生活及毎日の学習をつけさせ

て行 きます｡かうすると,子僕達自身も自分の

生活を反省することが出来,教師や親の方でも,

子供の生活状況を知る｣ことができるとある11)｡

1929年1月当時にはすでに子 どもたちによる生

活記録の取 り組みが行われていたことを推測さ

せる｡このパンフレットは野村芳兵衛の手によ

って作成されてお り12),またそれまでの野村の

著作を見ても,児童の村において子 どもたちが

取 り組む生活記録の実践は野村によって着手さ

れたものと思われる｡ここで次に野村芳兵衛に

ついて見ていくことにしよう｡

3.野村芳兵衛と生活記録

野村芳兵衛 (1896-1986)は,1918(大正7)午

に岐阜師範学校卒業後,同付属小学校 ･岐阜女

子師範付属小学校の訓導などを経て,1924(大

正13)年の開校から13年間にわた り児童の村小

学校訓導をつとめた｡自伝によれば,封建性 と

それに対する抵抗性の両方を父から植えつけら

れていたという｡学生時代は白樺派の影響を受

けなが ら仏教徒であ り道徳･倫理に関心があっ

た｡片上伸 『文芸教育論』(1922)に心打たれて

文芸に目覚め,また当時盛んだった新教育にも

大 きな影響を受け,及川平治の分団式動的教育

法などを実践 していたという｡1922(大正11)午,

『教育時論』の懸賞論文に ｢受持ちの子 どもた

ちの生活記録 を中心にした,『私の教育意見』

を書いて応募 した13)｣ と言い,すでに児童の村

小にくる前,野村が子 どもたちについての何 ら

かの記録をつけていたことをうかがわせる｡な

おこの応募は人選 し,それが志垣寛の目に留ま

って野村が児童の村 にやって くる契機 となっ

た｡

野村の初めの著書 暗 !lE,修身新教授法』(1925

午)の中で ｢生活記録｣の語が登場するのは先

に引用の箇所のみであ り,それは基本的に自分

が子 どもについて書 く記録のことであった｡ま

た同書 には,｢第四 自己をみつめて｣｢第五
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子供をみつめて｣という章があり,野村 自身の

これまでの人生の告白と児童の村小での一年間

の子どもについての記録が記されている｡そこ

に生活記録の言葉はないが,その前段で彼が述

べている生活観照を彼 自身自ら取 り組む実践と

して位置づけているように見 える｡ 野村 は,

｢自分の生活を,ほんとうに味ふこと (13頁)｣

｢生活 と言ふ生命の発動 を,私が照 らし観るこ

と (14頁)｣を ｢生活観照｣ と言い,それこそ

が｢本書を一貫する精神｣であると言う｡生活観

照には純情直観の生活観照と思索的 (分析的)

生活観照とがあり,この2つの相は分けて考え

ることができないとも述べている｡このような

彼の思想の背景には仏教への帰依があ り,｢生

命に信順すること｣｢どうしたら子 どもととも

に如来に信順 しうるか｣が野村の大きな問題関

心でもあった｡

二番目の著書である 『新教育に於ける学級経

営』(1926年)では,｢第二章 生活の場所として

の学級経営 (子供部屋の経営)｣のなかに,校

舎の設計,学級編成,子供部屋の整理,学級事

務,年中行事,一週間の行事などと並んで生活

記録の項目を位置づけている｡ただし,そこに

は ｢秋草の種｣｢怪我｣ という題で野村が自身

の子 どもとの生活の一場面を書き記 した文章が

2点記載されているのみであり (日付は大正14

年 9月30日),文末に備考として,｢私はゆった

りした心持ちの時ペンをとって子供の生活記録

をしてゐる｡自分の子供のこと,自分の受持ち

の子 どものこと,通 りがかりにみた子供のこと

など観たま,思ふたま､を書いて置 く(113頁)｣

との添え書きをしている｡

この書で野村は,子 どもの遊び ･自由を尊重

しながら文化の伝達,教材の教育をいかに系統

立てて行っていくかという挑戦･実験･実践とし

て新教育をとらえ,校舎の設計や学級編成,行

辛,｢野天｣での遊びなどについて具体的な提

案をしている｡｢教育は協力である｡大人の意

志 と,子供の意志の協力が教育である｡遊びと

学習との協力が教育である (31頁)｣｡その根底

にあるものとして ｢生活観照｣を説 き,｢自覚

は自我の構成ではない｡生活観照である｡(略)

新教育は,凡そ生活の自覚によって見出された

教育の塾生である (14頁)｣と言うのである｡

このように自分で自分の生活を照らし観ること

を目指すべ き実践 として追求すること,それは

子 どもも大人 (教師)も同じ地平に立って共通

に追求すべ き課題だと野村はとらえていたと思

われる14)｡

同時に子 どもについては体系的な教育方法を

模索 してい く｡『新教育に於ける学級経営』に

おいて,子 どもたちが取 り組む生活記録につい

て野村は言及 している｡それは ｢生活観照｣の

具体的方法 としてのノー ト学習の提唱である｡

数学 ･文学 ･精神学 ･自然科学の各ノー トと並

んで ｢一つの道｣ と題 したノー トを作 らせ,

｢生活記録や,その他学習 したいこと｣などを

書きとめる ｢個性表現｣の記録とさせるという｡

内容は,｢学級の相談会｣｢新聞の話｣｢課外講

和｣｢相互学習に於ける研究題目と,その感想

又は要点｣ とあ り,指導上の注意 として,｢ノ

ー ト使用上の形式に就いては,子供たちに工夫

させた方がおもしろい｣ とある15)｡

ではこのノー ト学習は実際にどのように取 り

組まれたのであろうか｡野村は彼の綴方教育論

として次のように書いている｡1929(昭和4)年

度に野村が受け持った 1年生には,｢一冊づつ

の文章表現のノー トを造って,お部屋の本箱に

入れて｣おいたそうだ｡すると ｢子供が何でも

書 きた くなったらそれに書 くや うに してある

が,子供はぼつ りぼつ り思出して書 くやうであ

る｣｢又時々は,子供から 『昨日ね先生』 と話

しかけられた時,その話の中で,私のもっと聞

きたいと思ふことを選定 して,『その話をもっ

と詳 しくしてくれないか｡文のノー トを持って

って,書いて来てね』と言ふと,子供は翌日書

いて持って来る｡勿論その場で詳 しく話 してし

まふ子 もあるから 『それを文のノー トに書いて

置かない』 と言ふこともある｣16)｡また,夏休

みに子 どもたちに一冊ずつノー トを渡 し,｢何
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でもい かゝらあなたの好きなやうに,このノー

トを使ってゐらっしゃい｣と言うと,子どもた

ちは絵 日記や虫や草の写生,切 り抜きをしてく

る子もいたそうである17)｡このように野村はノ

ー トを学級での教育実践に持ち込んでいったよ

うであるが,ここで気づ くのは,この時点では

生活記録という語が使用されなくなっているこ

とである｡

それに対 して,1932(昭和7)年刊行の 『生活

訓練と道徳教育』においては,生活記録の意味

がやや異なって用いられる｡｢第二章 三,坐

活指導と生活記録｣ と逢 して,｢私は子供達の

生活指導の統一を図るために,『生活記録』を

書いてゐる｣と言う (144頁)｡そこでは,生活

記録は,忘備録 ･仕事の予定 ･仕事の整理 ･

｢子供達の生活調査のため｣に活用 されるとさ

れ,記録すべき事項は,①その日の日程 (時間

割および仕事予定),②子供の出欠席,③子供

の健康診断,④指導上の忘備録,⑤学習指導記

録,⑥協議事項,⑦随感録とし,最後に学級会

計簿,進度表,自然観察題目,児童文題目など

とある｡実際の生活記録の実例も掲載されてい

るが,これは児童の村小開校当初に取 り組んだ

という,毎日子ども一人ひとりについて書 く生

活記録ではなく,またゆったりした心持ちの時

に子どもたちを見ていて ｢観たま 思ゝふたま,｣

を書 く生活記録でもなく,教師による子どもた

ちへの ｢生活指導の統一を図るため｣のものと

なっている｡そしてそのスタイルは,以前のよ

うにいつ･どこで･誰が･何をしたかという日常

場面の事実を綴っていくものではなく,基本的

にはある特定の決めた項目について箇条書きで

書き記す日誌に大きく変化している｡このよう

な変化の背景には,｢教育は生活訓練であ り,

生活訓練は系統的に行ほれてのみ効果的である

(386頁)｣ といった彼の教育観の大きな変化が

あった｡

このように1920年代半ばから1930年代初頭と

いう短い期間のなかにも,野村芳兵衛における

｢生活記録｣の意味と位置づけは変化 していたこ

生活記録運動の系譜に関する考察

とが明らかとなった｡

4.峰地光重と生活記録

峰地光重(1890-1968)は,｢1920年代の新教育

の代表的な実践者の一人18)｣とされ国語教育 ･

生活綴方教育 ･生活学習 ･郷土教育･生産教育

などの実践者であ り理論家である｡1911(明治

44)年に鳥取師範学校 を卒業後,教壇に立ち,

綴方に関心を抱いて1921(大正10)年には初めて

の著書 『綴方教授細目』,翌年には 『蓄貨綴方新

教授法』を世に送 り出している｡この頃,『赤

い鳥』19)や田上新吉 『生命の綴方教授』(1921)20)

に刺激を受けて綴方教育に取 り組み,いくつか

の文集を編んでいる21)｡後に当時を振 り返って

峰地は,｢私は細かい教育の生活記録を書 きだ

してゐた｡一年の終 りには生活記録や研究録が

三四冊は出来た｣と書いている22)｡以後も峰地

の著作には,子どもの発話や言動,それに対す

る峰地の応答などが具体的に詳 しく書かれた文

章が随所に散 りばめられているが,それらは彼

が教師生活の中で継続 して書いていたと思われ

るこれらの ｢教育の生活記録｣をもとにしてい

るものであろう｡

峰地の二冊目の著書が 『託 国語新教授法(上)

(下)』(1925年)で,峰地の ｢生活記録｣初出文

献である｡これは上京 した峰地が児童の村小の

訓導となった頃に書いたものである｡ここでも

｢生活記録｣についてとりたてて言葉の定義や

意味の解説がされているわけではない｡第四篇

を ｢子供の生活記録｣ と題 し,｢雑草｣｢追憶の

夏｣｢子供の創作｣｢九十九里浜の夏の生活｣との

見出しのついた短文を掲載 している｡平田,野

村と同様,峰地にとって生活記録とは少なくと

も特別な用語ではなく日常的に馴染んだもので

あったのだろう｡この｢子供の生活記録｣とは,

峰地が子どもたちとの日々の一場面を記述 した

もので,子どもたちの様子や峰地との会話のや

りとり,峰地自身の気持ちや言動が具体的に書

かれている｡末尾には ｢大正14年8月13日｣と

あり児童の村の ｢夏の学校｣の時の記録として
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書かれたものであることがわかる｡

『託 国語新教授法(上)(下)』で峰地が述べて

いるのは,子どもを ｢自由に解放｣することの

重要性であり,いかにしたら子どもがその自主

性 ･創造性を存分に発揮できるかという教育方

法の提案である｡具体的には例えば,図書室 ･

文集 ･農園 ･展覧会 ･旅 ･動物飼育 ･相談会

(戦後の学級会 ･ホームルームのようなもの)

など多様な環境 を用意するのが望ましいと言

う｡｢生活とは生命が対象に交渉を持つその相

である｡生命が或る対象に交渉を開始 して,そ

こに或る生の充実感を実感 したとき,その生命

は育つことを得たと言ひ得る｣(8頁)のであ

り,｢子供の生命を触発すること｣こそが重要

なのである｡｢生命の触発｣をより確かなものに

するのに必要なのは ｢生活観照｣だという｡

｢子供自らがその自己の生活をしっかりつかみ,

その生活 を観照 して行 くことが第一である｣

(217頁)｡直観と論理･思索とが｢生活観照｣の二

面となって生活を深め,深められた生活はやが

て言語 ･文字･物 ･行動などを通 じて表現する

行為-とつながると峰地は考える｡｢生活観照｣

という言葉とその意味においては野村芳兵衛と

の交流 ･議論が土台になっていることをうかが

わせる｡そして注目されるのは,｢教師も自然

のま のゝ姿で,その個性を投げ出し,子供は子

供 としての自然の姿で,教師に接するところに,

真の価値ある世界が生まれる｣(13頁)という

教師観である｡

さらに三冊目の著書 『新訓導論』(1927)で

は,その冒頭で ｢私の理想の学校は,どうして

も児童と教師とが協力と調和 とに生きる生活学

校である｣と掲げる｡そして ｢いかに教育する

かを考へる前に,いかに自分がよりよく生活し

ていくかについて内省することが肝要だ｡いか

に児童を教育するかを考へる前に,いかに児童

に学ぶかを考へることが大切だ｣(1頁)との

立場から,峰地なりの ｢あるべき教師像｣を展

開してゆく｡ここでは ｢生活記録｣という一節

を設け次のように書いている｡

｢児童の日々の生活を反省 して,生活記録を

とって置 くのはいい｡学習指導案や仕事の予案

が生活の紐になるやうに,生活記録 も亦生活の

紐となる｡紐と紐とが結びついて生活は緊密に

結ばれる｡/だが生活記録がいいものだからと

いって,実感のこもらない生活記録をまで書 く

必要はない｡/私は生活記録を少 しでもとりた

いと思ってゐるが,忙 しかったり,忘れたりし

て,ぬかしがちである｡/これからの教育は切

実な生活記録からこそ,本当に地に足のついた

教育の理論が生まれるべきものだと思ふ｡/私

は理論の実際化よりも,実際の理論化の方が尊

いと思ふ｡｣(92頁)

そして峰地が書いた ｢T児の生活記録｣(Tは

池袋 ･児童の村小の児童)を掲載する｡その書

き出し部分のみを次に掲げる｡

四月十五日

元気な子である｡赤羽から一人で電車にのっ

て平気で通学 してゐる｡

今日は弁当を忘れたとて泣いてゐる｡野口君

がパンを分けてやっても,たべない｡そしてし

ばらく泣いてゐる｡腹這ひになって泣 く｡あと

ではけろりとしてゐる｡

もう明日からこんなことがあっても泣 くんぢ

やないよといって聞かせると,よくうなづいて

ゐる｡かあいいものだ｡

この後さらに日々の記録として,誰とどんな

遊びをしたか,算術の出来具合,読みものへの

興味関心が沸いてきた様子などが1,2文ほどの

短文で記述されていく｡

峰地は ｢生活記録｣を基本的に教師による子

どもについての記録,教師が書いた自分自身の

教育実践の記録としてとらえていた23)｡なかで

も峰地の顕著な特徴は,峰地自身の言動が多 く

記されている点である｡つまりそこには,教師

が自身の目の前にいる子どもを観察 しそこから

学ぼうとする教師観とともに,教師もまた子ど

もの前に己をさらしながら子どもと接 し相互に
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影響を及ぼしあうという教育論があった｡峰地

にとっての生活記録は,自分の言動も含めた教

育実践の記録としてとらえられていたのであっ

た｡

1928(昭和3)午,峰地は児童の村小 を去 り,

鳥取-帰郷する｡児童の村小には4年足 らずい

たことになる｡その後,『綴方生活』同人とし

て名を連ねながら,鳥取で綴方雑誌 『国 ･語 ･

人』顧問をつとめ,また郷土教育･生産教育な

どに取 り組んでいく｡

5.あわりに

これまで見てきたように,教師が子どもにつ

いて書 く日々の記録であるとともに,教師自身

の反省･内省の実践記録として生活記録をとら

え,それに取 り組んでいく教師の集団的いとな

みが,ごく限られた少人数のものであったとは

いえ存在 していたことが明らかになった｡1920

年代半ば-後半のことである｡そこには新 しい

教育を模索 しようという意欲とともに,教師自

身の迷いや苦悩,教師である己とは何かといっ

た自己問答もあり,教師自身が自分の人生と生

活をさらけ出しながらの模索もあったと思われ

る｡とはいえ生活記録を,自覚的意識的にとら

えていたわけでなかったこともあり,この取 り

組みは拡散 し,本稿で言えば野村は野村なりの,

峰地は峰地なりの解釈と問題意識の中に溶け込

んでいった｡1930年代になると教師など教育の

仕事に携わる者の記録を｢実践記録｣と呼ぶよう

になり教師たちの間に普及していったといわれ

る24)｡とするならば本稿で見た峰地･野村 らの

生活記録はその前身として位置づけられると言

えよう｡

他方で,本稿野村のところで見たように子ど

もに書かせる生活記録,子どもの生活指導のた

めに教師がつける生活記録といった方向性も見

られるようになっていったことも確かである｡

生活記録 という語の使用の有無は別 として,

｢生活の記録｣が学校教育の中でどのように位

置づけられていくのか,生活綴方教育実践とは

生活記録運動の系譜に関する考察

どのようにかかわっていくのか気になるところ

である｡同時に,これまであまり言及されてこ

なかった戟時期についての分析･考察 も必要に

なるであろう25)｡生活記録運動研究の文脈から

言えば,1950年代に ｢ありのまま書 く｣ことを

めぐる論議 ･論争があったが,これらは現在学

校で取 り組まれている ｢心のノー ト｣など現代

的な問題意識にもつながるともいえる｡別の機

会に整理･分析を試みたい｡

大きな歴史の流れを見れば,本稿でみたよう

な事実の背景には,大正自由教育 ･新教育の

様々な取 り組みがあ り,白樺派26) ･自然主義

文学があり,芸術教育運動があり,そして綴方

教育の展開があった｡また大正デモクラシー期,

社会的な問題を取 り上げる雑誌の読者となる教

師は増え,1918-1919年頃には全国各地で教師

たちの自主サークルなども生まれたという27)0

教師による教育実践の記録としての生活記録の

登場は,これらの教師･学校をめぐる時代状況

の変化とともにあったと考えられ,思想的文化

的な連関は興味深い｡また教師が地域青年のリ

ーダー的存在となり文集や機関誌発行にかかわ

ったという経験 も語られており28),学校以外の

場で青年や大人が集団でものを書きあい,それ

を読み話 し合う実践としての生活記録運動の系

譜を探るのに,地域における学校教師の存在は

兄のがすことができない｡これも今後の課題と

したい｡

1)鶴見和子 ｢生活記録運動の意味一経験の発生

の場へ｣『新日本文学』no.457,1985年10月

2)拙稿 ｢戦前における繊維 『女工』と書 くこ

と ･生活記録｣『日本社会教育学会紀要』

No.42,2006年6月

3)中内敏夫 ｢生活記録｣(民間教育史研究会 ･

大田尭 ･中内敏夫編 『民間教育史研究事典』

評論社,1975年,83頁)

4)中内敏夫 ｢解説｣『野村芳兵衛著作集第8巻』

黍明書房,1973年,396頁

5)児童の村小は,その第二番目の学校として兵

庫に芦屋児童の村小学校が,第三番目として

神奈川県茅ヶ崎に雲雀ケ丘児童の村小学校が
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設立 された (中野光 ･高橋源治 ･川口幸宏

『児童の村小学校』費明書房,1980年)｡

6)平田のぶは,兵庫県淡路島で教員をしていた

が児童の村小の訓導募集に応募 して上京 し開

校当初から児童の村小にかかわっている｡ し

か し間もな く退職｡1931年には東京 ･深川同

潤会アパー ト内に保育園 ｢子供の村｣ を創設

した (舘かおる ｢平田のぶ｣民間教育史料研

究会編 『教育の世紀社の総合的研究』一光札

1984年)｡

7)『教育の世紀』第 3巻第 6号,1925(大正14)

年6月号

8)大正期の自由教育の流れのなかで教師の存在

をどうとらえるかという問題意識が,それ以

前に比べて変化 してきていることは確かであ

る｡ しか しそれは ｢どのように教えるか｣ と

いった教育方法への関心の度合いが大 きいよ

うに思われる｡それに対 しここでの生活記録

には,日々の子 どもや教室での自らをも含め

た生活を観察 し,そこから課題 を浮かび上が

らせ,教師が自分自身への反省 も含め内省 し

省察 し教育方法を模索 していこうという志向

が感 じられる｡児童の村小の初期の特徴 とも

言える｡

9)野村芳兵衛 『野村芳兵衛著作集第 1巻 生命

信順の修 身新教授法』費明書房,1973年,

224頁 (原本は,野村芳兵衛 『文化中心修身

新教授法』1925年 3月)

10)田嶋- ｢第三章 私立学校の経営 第一節池

袋児童の村小学校｣民間教育史料研究会編

『教育の世紀社の総合的研究』一光社,1984

年,235頁

ll)同上,237頁

12)先行研究によれば,これは初期の志垣の影響

力が強かった児童中心主義的考え方から,野

村や戸塚 らの生活教育派への展開と分析 され

ている (田嶋 同上)｡

13)野村芳兵衛 『私の歩んだ教育の道 (野村芳兵

衛著作集第 8巻)』梨明書房,1973年,81頁

14)野村 に関する先行研究 として,浅井幸子は,

野村の ｢『私』 という一人称の語 り｣ に注 目

している｡浅井 によれば,｢当時, 自らを

F私』 と称 し子 どもを名前で表記 した 『教育

の実際』の叙述は稀｣であった｡それに対 し

て野村の記録は ｢役割的な 『教師一児童』の

関係 に包含 し得ない 『私- あなた』の関係｣

を生起させたものとして興味深 く,これは野

村が子 ども各々を固有の存在 として把握 し,

その子 どもを媒介 として ｢自らの教師として

のアイデンティティを解体 させていた｣ もの

と見ている｡ (浅井幸子 ｢野村芳兵衛の-人

称の語 りとその変容一実践記録の記述を中心

に-｣『教育学研究』第66巻第 2号,1999年

6月)

15)野村芳兵衛 『新教育に於ける学級経営』(1926

年)(著作集第 2巻,144-145頁)｡中内敏夫は,

この野村のノー ト指導について次のように意

味づけている｡｢この実践は,『生活記録』 と

いうことばを初めて用いたものとしても忘れ

ることので きない歴史的実践である｣｡そ し

てこの野村の実践を中内は後年の生活綴方 ･

生活記録の ｢原型にあたるもののひとつ｣ と

位置づけ, しか しこれは小砂丘忠義の志向 し

ていたものとは異なり ｢教科 と学級 を立てて

その教育課程 を構成する近代学校の方式の内

部に摂取 さるべ く｣,その萌芽 を見せていた

ものだと述べている (中内 『生活綴方成立史

研究』明治図書,1977年 913-914頁)0

16)野村芳兵衛 ｢綴文欲求の発生 とその指導 (2)

一純坊の文集 に就いて-｣『綴方生活』1929

(昭和 4)年11月

17)野村芳兵衛 ｢綴文欲求の発生とその指導 (3)｣
『綴方生活』1929(昭和 4)年12月

18)浅井幸子 ｢峰地光重による事物の教育一新教

育における田園学校の夢 とその展開-｣F国

学院大学教育学研究室紀要』第37号,2002年

19)『赤い鳥』 は1918(大正 7)年 7月-1929

(昭和 4)午,1931(昭和 6)年 1月～1936

(昭和 11)年に発行 された児童童話童謡雑誌

で,文学者 らによる ｢子 ども向け｣の童話 ･

童謡作品とともに,子 どもの綴方を募集 ･掲

載 して,それを鈴木三重苦が選評 し鑑賞する

雑誌である｡その鈴木の持論 は,綴方 とは

｢児童のいきた実際生活上の直接の経験,直

接に見たこと聞いたこと,事実について感 じ

たこと｣ を書 くところに意味がある (64頁)｡

その作品を作 り出す過程のなかで ｢物の批判

の正確 さ と,感情 の細 化 と,感 覚 の敏性

(136-137頁)｣を得,それに芸術的価値が加わ

って綴方教育 とは ｢人間性の向上を企図した｣
ものでなければならないのだと言 う (鈴木三

重苦 F綴方読本』講談社学術文庫,1987年,

原本は,中央公論社,昭和10年刊行)｡

20)田上は,｢児童は自らの目で物 を見,自らの

耳で聞き,自らの鼻で咲ぎ,口で昧ひ,肌で

感 じ,而 して自らの心で考へ,自ら判断を下

す｡それが子 どもの生活それ自身なのである｡

更に児童は自ら此の生活を内省 し,此の思想
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感情を自らの言葉で発表する｡それが児童の

綴 り方なのである｣と断言する｡このような

綴 り方を指導する教師は,自ら文章の修養を

しなければならず,それには自分は恩師の言

に基づいてまず日記をつけることをつとめて

いるという｡子どもとともに文章を綴 り,千

どもとともに ｢創作の苦 しみを味わう｣こと

が ｢綴 り方指導上一つの秘訣｣ というのは,

やはり恩師に教わった ｢金言｣とも言ってい

る｡(田上新書 『生命の綴方教授』1921年,

134,428,431頁)｡こうした視点に,峰地は

特に影響をうけたのではないだろうか｡

21)初期のものに,『芽生』(1918年,が )版刷 り,

高麗小学校),『小鳥』(1923年,活版刷 り,

鳥取師範学校付属小学校)など (F私の歩ん

だ生活綴方の道 (峰地光重著作集第16巻)』
けやき書房,1981年)｡以下,引用はすべて

著作集による｡

22)峯地光量 『新訓導論』教育研究会発行,1927

年 (『峰地光量著作集 (第5巻)』けやき書房,

1981年,p.12)

23)戦後1959年,峰地はその自伝的著作のなかで,

｢実践記録｣とは ｢教師が教育実践の結果に

もとづいて,教育の営みを進めていく心組み

などを記す生活記録である｡つまり教師が書

いた教育生活の生活綴方的記録である｣と述

べている (峰地光重 『私の歩んだ生活綴方の

道 (著作集第16巻)』けやき書房,1981年,

30頁)｡また ｢『自己を読む』とは自我が人間

性の価値意識を主体化することである｣と述

べ,｢授業では教師も児童も平等の立場で自

由に自己を読まねば｣ならないと論じている｡

そして記録とは,｢回顧のためのものではな

く,生活の再編成,もしくは前進につながり,

また書 くことがそのまま,生活の再編成と前

進を意味する｡かくて実践 ･記録 (認識)･

再実践 ･再記録 (再認識)の過程が くりかえ

され,生活は しだいに前進 し,向上する｣

(59頁)0

24)大田尭 ｢実践記録｣『現代教育学事典』労働

旬報社,1988年,359頁｡国分一太郎 ･相沢

とき 『教室の記録』(1937年),平野婦美子

『女教師の記録j(1940年)などが発行されて

いる｡

25)川村の問題提起など (川村湊 『作文のなかの

大日本帝国』岩波書店,2000年)｡

26)白樺派の教師たちは,例えば教科書を用いず

自ら教材を選び謄写版で印刷 して子どもたち

に手渡した｡時には子ども自身のつくった詩

生活記録運動の系譜に関する考察

なども教材となったと言う (1910年代前半)

(中野光 『大正自由教育の研究』(教育名著選

集⑥)黍明書房,1998年 (初出は1968年))｡

27)中野光 『大正デモクラシーと教育 1920年代

の教育』新評論,1990年 (改訂増補)

28)中内敏夫は1921(大正10)年の高知県土佐郡

行川村青年会における小砂丘忠義の文集づ く

りを挙げている (中内前掲1975年)｡他に例

えば1930年代,秋田の加藤周四郎は村の学校

に赴任すると宿直の時などによく地域の青年

がやってきて夜通 し語 り明かすこともあった

と言い,そのうち ｢世の中の勉強の研究会を｣

｢夜学を｣という声があがったり,役場の謄

写版を使って個人雑誌 (青年の機関誌 『目』)

を発行する活動が始まったという (加藤 『わ

が北方教育の道-ある生活綴方教師の昭和史

-』無明舎出版,1979年)01920年代後半か

ら30年代前半に静岡で教師をしていた戸塚廉

は地域青年団役員として青年団報の編集に携

わって熱心に活動し ｢吾々はもっと自由に物

を言おう｣｢本当の自分自身の心持ちで文章

を｣｢既成の殻に囚われることを拒絶｣｢紋切

り型の人間になることを恐れ｣と農村青年の

座談会や討論会を開いた (戸塚 『江津三代記

民間教育運動の底流』エムティ出版,1991年,

346頁など)｡
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